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５
月
度
議
員
懇
談
会
を
４
月
25
日
午
前

11
時
か
ら
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
地
下
国

際
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
川
田
会
頭
は

「
日
本
国
内
で
は
人
口
減
少
が
進
み
、
市

場
規
模
が
収
縮
し
て
い
く
中
で
、
大
企
業

は
海
外
に
て
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
中
小

企
業
も
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
国
境

を
気
に
す
る
こ
と
な

く
海
外
に
進
出
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。

　

続
い
て
、
福
井
市
立

郷
土
歴
史
博
物
館
の
⻆

鹿
尚
計
氏
よ
り
「
幕
末

の
裏
話
」
を
テ
ー
マ
に

卓
話
が
行
わ
れ
た
。

　

名
君
と
し
て
知
ら
れ

る
福
井
藩
主
の
松
平
春

嶽
が
執
筆
し
た
『
逸
事

史
補
』
に
記
載
さ
れ
た

逸
話
を
主
な
テ
ー
マ
と

し
て
、
安
政
の
大
獄

の
際
、
橋
本
左
内
が
当

初
流
刑
で
済
む
は
ず

が
、
井
伊
直
弼
の
強
い

意
志
で
死
罪
と
さ
れ

た
等
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
今
年
１
月
に
発
見
さ
れ
た
、
幕
政
改

革
の
た
め
に
福
井
藩
の
上
洛
を
催
促
す
る

坂
本
龍
馬
の
書
簡
に
も
触
れ
、
幕
末
の
福

井
藩
が
い
か
に
大
き
な
存
在
だ
っ
た
の
か

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

　

次
に
、
川
田
会
頭
よ
り
平
成
29
年
度
青

年
部
会
長
と
な
っ
た
北
出
慎
吾
氏
（
シ
ナ

ジ
ー
経
営
㈱
）
へ
任
命
証
が
授
与
さ
れ

た
。
北
出
会
長
は
「
青
年
部
も
福
井
商
工

会
議
所
の
一
員
と
し
て
人
材
育
成
や
地
域

の
魅
力
発
信
な
ど
、
福
井
の
活
性
化
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　

最
後
に
、
各
課
よ
り
開
催
予
定
の
セ
ミ

ナ
ー
や
中
小
企
業
支
援
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

【
議
員
異
動
】

　

旭
化
成
ア
ド
バ
ン
ス
㈱
北
陸
支
社

　
　
　

（
旧
）
柴
本　

善
臣
（
支
社
長
）

　
　
　

（
新
）
内
田　

博
史
（
支
社
長
）

　

㈱
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
ベ
ル

　
　
　

（
旧
）
平
尾　

幸
久
（
支
配
人
）

　
　
　

（
新
）
吉
田　

昌
弘
（
支
配
人
）
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松平春嶽が記した逸話を紹介する⻆鹿氏

川田会頭より任命証を授与される北出氏


